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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのドラムを含むディレードコークス化ユニットで使用するためのディレ
ードコークス化プロセスであって、前記コークス化ユニットが、ディレードコークス化生
成ストリームおよびドラムに保持されるコークス生成物を生じ、前記コークス化生成スト
リームがコークス化生成分留装置に導入され、少なくとも底部留分、中間留分および軽質
留分を生じるものであり：
　ａ．硫黄含有および／または窒素含有化合物を選択的に吸着する少なくとも１つの吸着
材を、コークス化生成分留装置から取り出される中間留分の少なくとも一部と共に、混合
ゾーンに導入して、吸着スラリーを生じ；
　ｂ．前記吸着スラリーを、望ましくない硫黄および／または窒素化合物を含有するコー
クス化ユニット生成ストリームと合わせ、混合して、コークス化生成分留装置供給ストリ
ームを形成させ；
　ｃ．コークス化生成分留装置供給ストリームを、分留装置に送り出して、分留装置から
硫黄および／または窒素化合物の量が減少した軽質生成物を回収し；
　ｄ．望ましくない硫黄および／または窒素化合物を含有する新たな炭化水素供給原料を
、予め加熱するためにコークス化生成分留装置の下部に導入し；
　ｅ．吸着した硫黄および／または窒素化合物を含有する前記吸着材を、分留装置の底部
に送り出し、これを分留装置の残油および新たな炭化水素供給原料と混合し；
　ｆ．少なくとも１つの吸着材および新たな炭化水素供給原料を含有する底部留分を分留
装置から送り出して、混合コークス化ユニット供給ストリームを形成させ；
　ｇ．吸着材を含む混合コークス化ユニット供給ストリームを、コークス化ユニット炉に
導入し、前記混合コークス化ユニット供給ストリームを所定のコークス化温度に加熱し；
次いで
　ｈ．加熱した混合コークス化ユニット供給ストリームを、前記炉からディレードコーク
ス化ドラムに送り出してディレードコークス化生成ストリームを生成し、吸着した硫黄お
よび／または窒素化合物を含有する吸着材を、コークスと共にディレードコークス化ドラ
ム内部に堆積させること
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を特徴とするプロセス。
【請求項２】
　吸着材が、コークス化ユニット分留装置の底部に存在する硫黄含有および／または窒素
含有重質多核芳香族化合物を吸着するものである、請求項１に記載のディレードコークス
化プロセス。
【請求項３】
　炭化水素供給原料中に存在する特定の硫黄含有および／または窒素含有重質多核芳香族
化合物を同定する処理前に、新たな供給原料を分析し、少なくとも１つまたはそれ以上の
吸着材を、前記の特定の硫黄含有および／または窒素含有重質多核芳香族化合物を吸着す
る能力に基づいて選択する工程を含むものである、請求項１に記載のディレードコークス
化プロセス。
【請求項４】
　分留装置から取り出された中間留分が、重質ガス油を含むものである、請求項１に記載
のディレードコークス化プロセス。
【請求項５】
　分留装置から取り出された軽質留分が、ナフサおよび軽質ガス油を含むものである、請
求項１に記載のディレードコークス化プロセス。
【請求項６】
　ナフサおよび軽質ガス油が、別のストリームとして分留装置から回収されるものである
、請求項５に記載のディレードコークス化プロセス。
【請求項７】
　工程（ｇ）が、吸着材および新たな炭化水素供給原料を含む送り出された底部留分の混
合供給ストリームを、吸着材における硫黄含有および／または窒素含有重質多核化合物の
保持を最適化する温度に加熱し、それらをコークスと共にコークスドラム中に堆積させる
ことを含むものである、請求項１に記載のディレードコークス化プロセス。
【請求項８】
　供給原料が、４４０℃～５３０℃の範囲の温度に加熱され、１～５Ｋｇ／ｃｍ２の圧力
で維持されるものである、請求項７に記載のプロセス。
【請求項９】
　吸着材の割合が、コークス化ユニットに対して供給原料の０．１重量％～２０重量％で
ある、請求項１に記載のディレードコークス化プロセス。
【請求項１０】
　炭化水素供給原料が、原油、ビチューメン、タールサンド、シェール油、石炭液化液体
およびこれらの組み合わせからなる群から選択される未精製の炭化水素供給源である、請
求項１に記載のディレードコークス化プロセス。
【請求項１１】
　炭化水素供給原料が、常圧残油、減圧残油、ビスブレーカー生成物、流動接触分解生成
物または副生成物およびこれらの組み合わせからなる群から選択される精製された炭化水
素供給源である、請求項１に記載のディレードコークス化プロセス。
【請求項１２】
　炭化水素供給原料が、３６℃～２０００℃の範囲で沸騰する混合物である、請求項１に
記載のディレードコークス化プロセス。
【請求項１３】
　吸着材が、モレキュラ・シーブス、シリカゲル、活性炭、活性アルミナ、シリカアルミ
ナゲル、酸化亜鉛、粘土およびこれらの組み合わせからなる群から選択されるものである
、請求項１に記載のディレードコークス化プロセス。
【請求項１４】
　固体触媒を混合コークス化ユニット供給ストリームに加えることを含み、前記触媒が、
使用済み触媒、使用されていない触媒、再生された触媒およびこれらの混合物からなる群
から選択されるものである、請求項１に記載のディレードコークス化プロセス。
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【請求項１５】
　吸着材が、０．０１ｍｍ～４ｍｍの範囲の粒径を有するものである、請求項１に記載の
ディレードコークス化プロセス。
【請求項１６】
　吸着材が、５ｎｍ～約５０００ｎｍの範囲の細孔径を有するものである、請求項１に記
載のディレードコークス化プロセス。
【請求項１７】
　吸着材が、０．１ｃｃ／ｇ～０．５ｃｃ／ｇの範囲の細孔容積を有するものである、請
求項１に記載のディレードコークス化プロセス。
【請求項１８】
　ディレードコークス化ユニット生成ストリームおよびコークス生成物を生成するための
少なくとも２つのディレードコークス化ドラムを有するディレードコークス化ユニットで
連続使用するためのディレードコークス化プロセスであって：
　ａ．望ましくない硫黄および／または窒素化合物を含有する新たな炭化水素供給原料を
、予め加熱するためにコークス化生成ストリーム分留装置の下部に導入し；
　ｂ．前記分留装置を操作して、少なくとも底部留分、中間留分および軽質留分を生成し
；
　ｃ．中間留分の少なくとも一部を、混合ゾーンにおいて、硫黄含有および／または窒素
含有炭化水素化合物を吸着する少なくとも１つの吸着材と混合して、吸着スラリーを生じ
；
　ｄ．前記吸着スラリーを、望ましくない硫黄および／または窒素化合物を含有するコー
クス化ユニット生成ストリームと合わせ、混合して、コークス化生成分留装置供給ストリ
ームを形成させ；
　ｅ．コークス化生成分留装置供給ストリームを、コークス化生成分留装置に導入し、前
記吸着材を前記分留装置の底部に送り出し、これを分留装置の残油および新たな炭化水素
供給原料と混合し；
　ｆ．前記吸着材および新たな炭化水素供給原料を含有する底部留分を前記分留装置から
送り出して混合コークス化ユニット供給ストリームを形成させ；
　ｇ．混合コークス化ユニット供給ストリームをコークス化ユニット炉に導入し、前記コ
ークス化炉において、吸着材を含有する混合コークス化ユニット供給ストリームを所定の
コークス化温度に加熱し；
　ｈ．吸着材を含有する加熱した混合コークス化ユニット供給ストリームを、最初の少な
くとも２つのディレードコークス化ドラムに送り出して、ディレードコークス化生成スト
リームを生成し、吸着した硫黄および／または窒素化合物を含有する吸着材を、コークス
と共に最初のディレードコークス化ドラム内部に所定量のコークスが形成されるまで堆積
させ；
　ｉ．混合コークス化ユニット供給ストリームを少なくとも２つのディレードコークス化
ドラムのうちの別の１つに切り替え；
　ｊ．コークスを含有する吸着材を、最初のディレードコークス化ドラムから除去し；次
いで
　ｋ．工程（ｈ）から（ｊ）を繰り返すこと
を特徴とするプロセス。
【請求項１９】
　触媒および／または添加物を混合コークス化ユニット供給ストリームに加えて、コーク
スの特性を改善するさらなる工程を含むものである、請求項１８に記載のプロセス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００５１】
　本発明は、好ましい実施態様および実施例について記載され、様々な改変は、この明細
書から当業者にとって明らかである。本発明による保護の範囲は、次に特許請求の範囲に
よって決定されるべきである。
　本発明の好ましい態様は、以下を包含する。
［１］少なくとも１つのドラムを含むディレードコークス化ユニットで使用するためのデ
ィレードコークス化プロセスであって、前記コークス化ユニットが、ディレードコークス
化生成ストリームおよびドラムに保持されるコークス生成物を生じ、前記コークス化生成
ストリームがコークス化生成分留装置に導入され、少なくとも底部留分、中間留分および
軽質留分を生じるものであり：
　ａ．硫黄含有および／または窒素含有化合物を選択的に吸着する少なくとも１つの吸着
材を、コークス化生成分留装置から取り出される中間留分の少なくとも一部と共に、混合
ゾーンに導入して、吸着スラリーを生じ；
　ｂ．前記吸着スラリーを、望ましくない硫黄および／または窒素化合物を含有するコー
クス化ユニット生成ストリームと合わせ、混合して、コークス化生成分留装置供給ストリ
ームを形成させ；
　ｃ．コークス化生成分留装置供給ストリームを、分留装置に送り出して、分留装置から
硫黄および／または窒素化合物の量が減少した軽質生成物を回収し；
　ｄ．望ましくない硫黄および／または窒素化合物を含有する新たな炭化水素供給原料を
、予め加熱するためにコークス化生成分留装置の下部に導入し；
　ｅ．吸着した硫黄および／または窒素化合物を含有する前記吸着材を、分留装置の底部
に送り出し、これを分留装置の残油および新たな炭化水素供給原料と混合し；
　ｆ．少なくとも１つの吸着材および新たな炭化水素供給原料を含有する底部留分を分留
装置から送り出して、混合コークス化ユニット供給ストリームを形成させ；
　ｇ．吸着材を含む混合コークス化ユニット供給ストリームを、コークス化ユニット炉に
導入し、前記混合コークス化ユニット供給ストリームを所定のコークス化温度に加熱し；
次いで
　ｈ．加熱した混合コークス化ユニット供給ストリームを、前記炉からディレードコーク
ス化ドラムに送り出してディレードコークス化生成ストリームを生成し、吸着した硫黄お
よび／または窒素化合物を含有する吸着材を、コークスと共にディレードコークス化ドラ
ム内部に堆積させること
を特徴とするプロセス。
［２］吸着材が、コークス化ユニット分留装置の底部に存在する硫黄含有および／または
窒素含有重質多核芳香族化合物を吸着するものである、［１］に記載のディレードコーク
ス化プロセス。
［３］炭化水素供給原料中に存在する特定の硫黄含有および／または窒素含有重質多核芳
香族化合物を同定する処理前に、新たな供給原料を分析し、少なくとも１つまたはそれ以
上の吸着材を、前記の特定の硫黄含有および／または窒素含有重質多核芳香族化合物を吸
着する能力に基づいて選択する工程を含むものである、［１］に記載のディレードコーク
ス化プロセス。
［４］分留装置から取り出された中間留分が、重質ガス油を含むものである、［１］に記
載のディレードコークス化プロセス。
［５］分留装置から取り出された軽質留分が、ナフサおよび軽質ガス油を含むものである
、［１］に記載のディレードコークス化プロセス。
［６］ナフサおよび軽質ガス油が、別のストリームとして分留装置から回収されるもので
ある、［５］に記載のディレードコークス化プロセス。
［７］工程（ｇ）が、吸着材および新たな炭化水素供給原料を含む送り出された底部留分
の混合供給ストリームを、吸着材における硫黄含有および／または窒素含有重質多核化合
物の保持を最適化する温度に加熱し、それらをコークスと共にコークスドラム中に堆積さ
せることを含むものである、［１］に記載のディレードコークス化プロセス。
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［８］供給原料が、４４０℃～５３０℃の範囲の温度に加熱され、１～５Ｋｇ／ｃｍ２の
圧力で維持されるものである、［７］に記載のプロセス。
［９］吸着材の割合が、コークス化ユニットに対して供給原料の０．１重量％～２０重量
％である、［１］に記載のディレードコークス化プロセス。
［１０］炭化水素供給原料が、原油、ビチューメン、タールサンド、シェール油、石炭液
化液体およびこれらの組み合わせからなる群から選択される未精製の炭化水素供給源であ
る、［１］に記載のディレードコークス化プロセス。
［１１］炭化水素供給原料が、常圧残油、減圧残油、ビスブレーカー生成物、流動接触分
解生成物または副生成物およびこれらの組み合わせからなる群から選択される精製された
炭化水素供給源である、［１］に記載のディレードコークス化プロセス。
［１２］炭化水素供給原料が、３６℃～２０００℃の範囲で沸騰する混合物である、［１
］に記載のディレードコークス化プロセス。
［１３］吸着材が、モレキュラ・シーブス、シリカゲル、活性炭、活性アルミナ、シリカ
アルミナゲル、酸化亜鉛、粘土およびこれらの組み合わせからなる群から選択されるもの
である、［１］に記載のディレードコークス化プロセス。
［１４］固体触媒を混合コークス化ユニット供給ストリームに加えることを含み、前記触
媒が、使用済み触媒、使用されていない触媒、再生された触媒およびこれらの混合物から
なる群から選択されるものである、［１］に記載のディレードコークス化プロセス。
［１５］吸着材が、０．０１ｍｍ～４ｍｍの範囲の粒径を有するものである、［１］に記
載のディレードコークス化プロセス。
［１６］吸着材が、５ｎｍ～約５０００ｎｍの範囲の細孔径を有するものである、［１］
に記載のディレードコークス化プロセス。
［１７］吸着材が、０．１ｃｃ／ｇ～０．５ｃｃ／ｇの範囲の細孔容積を有するものであ
る、［１］に記載のディレードコークス化プロセス。
［１８］ディレードコークス化ユニット生成ストリームおよびコークス生成物を生成する
ための少なくとも２つのディレードコークス化ドラムを有するディレードコークス化ユニ
ットで連続使用するためのディレードコークス化プロセスであって：
　ａ．望ましくない硫黄および／または窒素化合物を含有する新たな炭化水素供給原料を
、予め加熱するためにコークス化生成ストリーム分留装置の下部に導入し；
　ｂ．前記分留装置を操作して、少なくとも底部留分、中間留分および軽質留分を生成し
；
　ｃ．中間留分の少なくとも一部を、混合ゾーンにおいて、硫黄含有および／または窒素
含有炭化水素化合物を吸着する少なくとも１つの吸着材と混合して、吸着スラリーを生じ
；
　ｄ．前記吸着スラリーを、望ましくない硫黄および／または窒素化合物を含有するコー
クス化ユニット生成ストリームと合わせ、混合して、コークス化生成分留装置供給ストリ
ームを形成させ；
　ｅ．コークス化生成分留装置供給ストリームを、コークス化生成分留装置に導入し、前
記吸着材を前記分留装置の底部に送り出し、これを分留装置の残油および新たな炭化水素
供給原料と混合し；
　ｆ．前記吸着材および新たな炭化水素供給原料を含有する底部留分を前記分留装置から
送り出して混合コークス化ユニット供給ストリームを形成させ；
　ｇ．混合コークス化ユニット供給ストリームをコークス化ユニット炉に導入し、前記コ
ークス化炉において、吸着材を含有する混合コークス化ユニット供給ストリームを所定の
コークス化温度に加熱し；
　ｈ．吸着材を含有する加熱した混合コークス化ユニット供給ストリームを、ディレード
コークス化ドラムのうちの最初の１つに送り出して、ディレードコークス化生成ストリー
ムを生成し、吸着した硫黄および／または窒素化合物を含有する吸着材を、コークスと共
に最初のディレードコークス化ドラム内部に所定量のコークスが形成されるまで堆積させ
；
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　ｉ．混合コークス化ユニット供給ストリームを少なくとも２つのディレードコークス化
ドラムのうちの別の１つに切り替え；
　ｊ．コークスを含有する吸着材を、最初のディレードコークス化ドラムから除去し；次
いで
　ｋ．工程（ｈ）から（ｊ）を繰り返すこと
を特徴とするプロセス。
［１９］触媒および／または添加物を混合コークス化ユニット供給ストリームに加えて、
コークスの特性を改善するさらなる工程を含むものである、［１８］に記載のプロセス。
［２０］ａ．コークス化ユニット供給ストリームを受け入れ、所定のコークス化温度に加
熱するための炉；
　ｂ．前記コークス化ユニット供給ストリームを前記コークス化温度で受け入れ、ディレ
ードコークス化ユニット生成ストリームを生成し、次いで吸着した硫黄および／または窒
素化合物を含有する吸着材を、ディレードコークス化ドラム内部のコークスと共に堆積さ
せるための、少なくとも１つのディレードコークス化ドラム；
　ｃ．ディレードコークス化ユニット生成ストリームを受け入れ、少なくとも底部留分、
中間留分および軽質留分を生成するために構成された、コークス化ユニットと流体連結し
た分留装置；
　ｄ．中間留分の少なくとも一部を受け入れ、硫黄含有および／または窒素含有炭化水素
化合物を吸着する吸着材と混合して吸着スラリーを形成させるための、分留装置と流体連
結した混合ゾーン；
　ｅ．吸着スラリーをディレードコークス化ユニット生成ストリームに加えてディレード
分留装置供給ストリームを形成させるための、混合ゾーンと流体連結した入口；および
　ｆ．ディレード分留装置供給ストリームを分留装置に送り出すための、入口および分留
装置と連結した導管
を含む、ディレードコークス化装置。
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